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深層掘削への期待
東 晃
11月25日,晴海 埠頭 に 「ふ じ」 を 見送 っ た.こ れ に乗
って出発した第24次観測隊の雪氷担当の隊員に課せられ
た任務の一つは,み ずほ基地での氷床深層掘削である.
IGY以来四半世紀にわたる各国の観測隊の 努力によっ
て広大な南極氷床の流動や堆積の様相はかなり明らかに
なったが,デ ータは表面での雪氷学的観測によるものが
大部分で深さ,方向の変化については殆 ど未知の状態で
ある.氷床深層掘削はこの欠を補うため従来の2次元的
観測を3次元に拡張しようとするものである.
それは,ポ ーリング機械によって氷床を掘削し,直径
10cm程度の氷コアーを全層にわたって採取 して氷の中
に残されている種々の情報を得ることが一つの目的であ
る.南極氷床の氷厚は深いところでは3,000mをこえ,
とくに東南極では平均でも2,000m以上 とされている
ので,一 口に全層のボーりングといっても容易な仕事で
はない.そ の困難を押して氷コアーを採取するのは,そ
れが過去の長い年代にわたる積雪の堆積 ・氷化の記録を
とどめているばか りでなく,過去の気候変動の明瞭な記
録をもっているからである.
氷結晶の水分子中の酸素の同位体組成,す なわち質量
数18のものが質量数16のふつうの酸素に比べてどのくら
いの割合で存在するか(標 準海水中の割合との比較で表
わした δ180という量で表わす)が この記録の担い手で
ある.寒 いときに降った雪では δi℃が小さく,暖いと
きに降った雪では大きいことがわかっているから,積雪
の成層状態が良ければ.表 面近 くの積雪は勿論,氷 の中
でも δ180の深さによる変化を測って年毎の堆積量が算
出できる.深いところの氷をラフに等間隔に δieoを測
って出てくる長周期の変動は地球上の気候変動に結びつ
けられる,こ の他に,氷 の中の微粒子の濃度や微量化学
成分の濃度,酸 性度などからも気候や火山活動の古い記
録を読みとることができる.
こうしてみると,深層掘削は単に2次 元を3次元にし
たというより,氷床の研究に時間軸を入れたことにもな
っている,しかし,掘削によって出来た孔 の 傾斜 の変
化,孔 の直径の変化を数年間のオーダーで調べることに
より,氷床流動の深さ方向の速度分布といった現況を示
すデータも得られる.従 って,氷床流動の研究の上から
も,また堆積環境の研究,古 気候の復元といった立場か
らも多 くの地点での深層掘削が望ましいことになる.
このような深層掘削は南極氷床全体でもまだそ う多 く
は行われていない,筆 者が1968年夏にアメリカのハノー
バーで開催された第2回 南極雪氷学国際シンポジウムに
出席したとき,丁度アメリカ隊がバー ド基地で底の岩盤
まで到達する2,164mの掘削に成功した直後で,次 は
何処を掘るべきか,流 線沿いに年次計画でやろう,とか
各国 とも意気が上っていた.そ の後アメリカの関心はロ.
ス棚氷の掘削に移 り,500mより深い氷床掘削はソ連の
ボス トー ク基地 での952m(1972年),ミール ヌイ基地
近 くで750m,フランスの ドームCでの906m(1978年)
といったところである.ボ ス トークでは最近2,㎜mを
こえる新しい掘削が進行中 という情報もある.
日本の南極観測でも氷床掘削の本格的なものは1972年
と1974～75年に試みられた.当 初400mを 目指したみ
ずほ基地での掘削は いずれも約150m止 りに終ってい
るが,そ のコアー氷でも17世紀の小氷期に対応する寒期
の記録が δISOの測定から読みとられる.約1万4千 年
前まで続いてその後3.4千 年の間に温暖な現在の間氷
期に入ったとされる地球上の最終氷期の終 りは ドームC
の氷コアーでは500m深付近の氷に記録されている.
従って,こ の度24次,25次の2年 間の掘削で目標として
いる500mの氷コアーには最終氷期の含まれる可能性
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が あ る.国 内 の 地 球 化学,雪 冴(学,気候 学 な ど の研 究 者
か ら期 待 が 寄 せ られ て い る所 以で あ り,極 地 研 で も コ ア
ー委l/会の準 備 が 進 め られ て い る とこ ろ で あ る,
と ころ で,私 達 の)t(床掘 削 へ の期1阯は 今|"|のみ ず ほ の
そ れ に止 る もの で は な い,み ず ほ 基地 は 氷床 の流 動 に伴
って 年 間3〔lmも 動 い てお り,長 時 「1をか け て行 う深 層
掘 削 に好 適 の と ころ とは 言 い 難 い,ま た 得 られ る 氷 コ ア
ー の解 析 ,と くに 年 代 決 定 の1:でも 都 合 が悪 い.望 ま し
い掘 削 場 所 は ドー ムCや ボ ス トー ク の よ うに氷 床 の頂 部
で あ るか ら,わ が 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 で は流 域
の頂 部(S78'、E40')の3,700mをこ え る ドー ム とい
う こ とにな る.み ず ほ 基 地 の500m掘 削 を一.{段とび の
第 一 段 とす る と,次 は この ドーム で の深 度1,000m目
標 の掘 削,最 後 は 恐 ら く3,0{〕Om近い深 度 と な るで あ
ろ う底 まで の全1再掘 削 で あ る.わ れ われ が10年近 くの 努
力 を した 劫蛸1」技 術,と くに ボ ー リ ング 機 械 の最 近 の進 歩
は著 しい も のが あ る,従 っ て ドー ム で の1.OOOm掘 削
の 赦大 の問 題 は 輸 送,オ ベ レー シ 。 ンな どの ロ ジステr
ク スで あ ろ う,こ の こ とに 向 け て の 極 地 研 の 多角ll勺な 取
組 み を 希 望す る もの で あ る.
(筆者:　ld立極地 研 究所 客 員 教授
北 海道 大学 工 学 部 教{・2)
を感 じさせ られ る.
設 営 で は24次隊 の 受 け 入れ 準 備 も始 ま っ た.隊 員 の 健
康 状 態 も良 好 で,食 欲 もお う盛 で あ る.す で に23次で 持
込 ん だ,1ミね ぎや 生 卵 は9月`1i句で無 くな って お り,食
Eii・も さび し くな って い る.時 お り昭 和 農 協 よ り,も や し
や か い 割 れ 大 根 の 出 荷 が あ り,隊Clの垂r評を 博 して い る.
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南 極 観 測 隊 便 り
一第23次越冬 隊の近況一.
冬 の問,極 地 の 夜 を飾 った オー ロ ラ も,い つ の.主にか
見 る こ とが で き な くな った.ロ ーnと 昼 間 の 方 が 長 くな
り,今 で は太 陽 の 没 す る時1呂1がほ とん どな くな っ た.
10Jj20「1から30Hにか け て,み ず ほ 基地 の最 後 の補 給
旅 行 が 行な わ れ,金r-(秀)が 佐 々木 と替 わ1),来年 の24
次 隊 との 引 継 ぎ まで,高 橋(継 続),飯 野(継 続),佐 々 木
の3名 が 基 地 の 運 営 に 当 る,
昭 和 基 地 で は 観 測 ・設営 とt',順調 に経 過 し て い る,
環 境 科 学 グ ル ー プは,リ ュツt.・ホ ル ム湾 沿 岸 で の湖 沼
水 や 動 物 プ ラ ン ク トンの採 集 調査 を 日帰 りや 一 泊 で行 な
って い る.n照 時 間 が 長 く,海氷 の状 態 の良 い,春 か ら,
初 夏 に か け て の こ の 時期 が,海 氷.!tを[T;上r巨で 走 り回 る
彼 らに とっ て は 一 番 の嫁 ぎ時 で,毎11,精 力的 に調 査 を
行 な っ て い る.ま た,宙 空 グ ル ー プで は,11月241iに大
気球 が 打 上げ られ た.塔 載 計 器 は全 て順 調 に作 動 し,オ
ゾ ン層 を は じめ とす る中 層 大 気 の デ ー ター を長 時 間 に わ
た り,記 録 す る こ とが で き た.
沿 岸 の 調査 に 出 る とn光 浴 を楽 しむ ア ザ ラシの 親 ∫二を
見 か け る.今 年生 まれ た子 ア ザ ラシの 傍 に寄 りそ う親 ア
ザ ラ シの 幸 福 そ うな顔 を見 る と南 極 の 自然 の 優 し い一 面
一第24次観測隊の家族会開かる一
策24次南 極地 域 観 測 隊liの出 発 前nのH月Z4[[,涕24
次 隊 家 族 会 が 東 条 会 館 「ス ター ル ー ム」 で 開催 され735
家 族.130名 が 出 席 した.
永 川所 長 の 挨 拶,前 隊 長 の 話 しに つ づ き,第24次 隊 の
行動 予定,寄 港 地 へ の 手紙 の 出 し 方,電 話 ・電 報 の取 扱
い 等留 守 中 の 必 要 な 諸 連絡 が 行 な われ た.
ま た,第24次 家 族 会 長 に前 隊i・乏X－人 が選 出 され 留 守 中
の連 絡 を と り合 うこ と と した.
最 後 に映 画 「南 極 のV""t'}博物 誌}をHIXLして盛 会 の う
ち に 幕 を閉 じた.
一第24次観測隊出発一
第24次南極 地域 観 測 隊(111m爾隊長 ほ か44名),交 換
科 学 者2名,同 行 者1名,同 行 記 者1名 を乗 せ た 観 測 船
「ふ じ」 は,　ll月25「1(木)午1汕11時,家族 ・「巽1係著 書 多
数 の 見送 りの 中,東 京 港晴 海 川 頭1.岸壁 か ら一 路 南極 に
向 け 最 後 の航 海 に 出港 した.
同 隊 は 第23次隊 か ら始 まっ た 「極域 中 層 大 気 総 合 観 測 」
(MAP),「東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
、1卜両 」,「南 極 沿岸 生態 糸 にお け る生 物 生 産 の 基 礎 研 究 」
(BIOMASS)を3大重,・∴観 測 と して 実 施 す る.
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「ふ じ」 は 途li1オー ス トラ リア の フ リー マ ン トル に寄
港.12Jj下旬 に 氷縁 に 着 き,来 年1月1二 旬 か ら2月 ヒ旬
圭で 輸 送 作 業を は じめ,沿 岸 にお け る 生物 調 査,地 学 野
外調 査,新 発電 棟 建設Il事竿 を'」ミ施す る.
ス52
2月 ヒ句,第23次 越 冬隊 員 は 、「ふ じ一 に 乗船 し た 後.
ブ ラ イ ド湾 を偵 察,ポ ー トル イ ス,シ ン カ.三一 ル を経 て
来 春4月20「1.東京港11トti海埠 頭 に帰 港 の1㌧定 で あ る,
..南極OB会 開かる一
.ri〔f列a)1†∫Iti.()B余力ご,」ミるll月19「1夕亥[」、 東条 食 餌[て
開 か れ,約130名 の 川 隊 員,関 係 者 が参 集 した.
当研 究 所 の 楠 企Illli調整官 の 司会 に よっ て.会 は 和や か
に進 行 し,会 場 の 随 所 に旧 交 をあ た た め る 光景 が 見受 け
られ た.11月L)5[1の出 航 を控 え,緊 張 の面 もち の 第24次
隊 員 が,ひ と りひ と り自己 紹 介 を}tうと、 第1次 以 来 の
lli参OBらか ら盛ん な 声 援 が 送 られ た.
第25次観測隊の隊長 ・副隊長決 まる
隊 長 兼越 冬隊 長),第17次夏(副 隊 長),
〔隊 長 兼 越 冬隊 長)
第19次越 冬
南 極地 域 観 測統 合推 進 本 部総 会 が11月24i1(水),東條
会 館 「橘 の 問 」 で開 催1され,来 年 秋 新 船 「し らせ 」 で 出
発予 定 の 第25次観 測隊 の隊 長 ・副 隊 長 を決 定,同 「1発表
され た.
○隊 長(兼 越 冬隊 長)
平 澤 威 男
[V{$09{F-8月31日't',
国 立 極 地 研 究 所 教授,資 料
k幹
専 門 分野 超 高 層 物理 学
(オー ロ ラ物 理 学)
極 地 歴:第8次 越冬,第
11次夏,第14次 越冬GI;[」
しらせ1引 渡式
IUjlL,H,小谷　　,litじ"に続 く1妨極 観 測 の 第3瑠 ドLし
ら.ピ1の引 渡 し式 が,日 本鋼 管 株 式 会社 鶴}工製 作 所 に お
い て 行 わ れ た.'LG日は 籠 や か な 好 天 に 恵 まれ,小 川文 部
大 臣,伊 藤 防 衛 庁 長官 は じめ 関 係 者多 数 が 列 席 し,音 楽
隊 の 演ISのも と,儀 式 は 厳 粛 か つ 勇 壮 な震 り11気の うち に
進 行 した.引 渡 し式,　Fl衛艦 旗授 与,乗 組 員乗 艦 の あ と,
関 係官 等 に よ る艦 内巡 視 を も っ て滞 りな く終 了 した.
そ の 後,別 棟 に て 記念 祝 賀会 力;催され,大lr粥1拶,1'}
動,長 谷 川 両議 員 の 祝 辞,永 田 極地 研 究 所 長 の 乾 杯 音頭1
の あ と.和 や か な 談 笑 に 移 り約1時 間 後 盛 会 杓!に終 了 し
た.
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シンポジウム報告
一第3回 南極地学シンポジウムー
昭 和57年10月21,22!1の2n間,当研究 所 講 堂 にお い
て当 研 究 所1三催 の シ ンポ ジウ ムが 開 催 され た.発 表 論 文
35編,出 席 者59名で あっ た.第20次 か ら第22次南極 観 測
まで の3か 年 に実 施 され た 昭 和 基地 周 辺地 域 の地 学 総 合
調 査 及 び,現 在 継 続 中 の マ クマ ー ドサ ウ ン ド地 域 で のn
米 共 同 地学 調 査 の 成 果 例 まか,ウ エ ッデル 海 地 域 な ど 多
方 面 で の 南 極 に 関 わ るn本 の調 査 活 動 の成 果 が 発 表 され
た,最 後 に総 合 討 論 が 行 われ,今 後 更 に 南極 地 学 総 合 研
究 を い か に 発 展 さ せ るべ き か,地 球 物 理 学,地 質 学,地
形 学 の それ ぞれ の 立場 か らの コ メ ン トが あ った.な お,
講 演 論 文 は 当研 究 所 発f∫の"Memoirs　of　National　In・
stitute　of　Po|ar　Research,　Spicial　lssue"に掲載 され る
予 定 で あ る.
プ ロ グ ラ ム
10月21「1(木)
挨 拶 国立極地研究所長 永 田 武
1.地殻の地球物理学的探査
座 長 浅 野 周 三(東 大 ・地震研)
1.昭和1,ξ地付近の浅膚1毒造
伊 藤 潔(京 大 ・理)
伊 神 揮(名 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研)
2.昭和基地 ・みずほ基地問の地下構造
伊 神 輝(名 大 ・理)
4
伊 藤 潔(京 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研)
3.南極での人工地震による地震波の振幅
伊 藤 潔(京 大 ・理)
伊 神 輝(名 大 ・理)
4,人.1:地震表面波位相速度より求めた氷床 上部の構
造
伊 神
神 沼
5昭 和基地の傾斜観測
神 沼
伊 藤
長 尾
6昭 和基地の傾斜観測
II.　地質構造 と変成作用
座 長 仲 井
輝(名 大
克 二伊(地 極
(1)埋設型傾斜計
克 伊(極 地
潔(京 大
年 恭(千 葉 大
(2)水管傾斜計
jl|り
研)
研)
理)
理)
豊(愛 知 教 大 ・教 育)
7コ ン ドワ ナ ラン ドにお け る リュ ツt・ ホ ル ム湾 地
域 の構 造 地 質 学 的 位 置
吉 田 勝(大 阪 市 大 ・ 理)
木 崎 甲 子郎(琉 球 大 ・ 理)
8リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 ス カ ー レ ン地 域 の変 成 条 件 に
つ い て
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・ 理)
占 田 勝(大 阪 市 大 ・ 理)
9リ",ツt,・ ホ ル ム湾 沿岸 地 域 にお け る グ ラ ニ ュ ラ
イ ト相変 成 作用 一 予 報 一
特 に イ ン ド半島 ・エ ン ダー ビ ー ラ ン ド等 の比 較
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・ 理)
10リ ュ ツ ォ ・ホル ム 湾 地域 の構 造 変 成 史 に つ い て
極 地 研
吉 田 勝(大 阪市大 ・理)
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)
白 幡 浩 志(室 蘭 工 大)
小 島 秀 康(秋 田大 ・鉱 山)
木 崎 甲子郎(琉 球 大 ・理)
m.海 域の地球物理学的諸問題と航空磁気測量
座 長 瀬 川 爾 朗(東 大 ・海洋研)
11.南極半島,ド レイク海峡近辺で発生する地震のメ
カニズム
川 崎 一 朗(富 山 大 ・理)
川 原 康 俊(富 山 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研>
12.太平洋南極海嶺における地震の発生様式
川 崎 一 朗(富 山 大 ・理〉
川 原 康 俊(富 山 大 ・理)
13.南極周辺海域での海上重力測定
春 日 隆(東 大 ・海洋研)
神 沼 克fJ}(極 地 研)
瀬 川 爾 朗(東 大 ・海洋研)
ユ4.ウ=ッデル海基礎地質調査について
山 崎 喬
(石油開発技術センター〉
佐 藤 俊 二
(石油開発技術センター)
奥 田 義 久
(石油開発技術センター)
佐 木 和 夫
(石油開発技術センター)
15.白瀬氷河域にお ける航空磁気測量(JARE　21に
よる)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
田 中 豊(千 葉 大 ・理)
16.昭和基地付近の地殻熱流量測定
長 尾 年 恭(千 葉 大 ・理)
神 沼 克 伊(極 地 研)
10月22日(金)
IV.表層の諸問題
座 長 若 浜 五 郎(北 大 ・低温研)
17.ラングボブデ及びスカルプスネスの未固結堆積物
について
吉 田 栄 夫(極 地 研)
18.アムンゼン湾,リ ーセルラルセン山の地形
一予報一
吉 田 栄 夫(極 地 研)
森 脇 喜 一(〃)
.19.昭和基地付近の地形学図について
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平 川 一 臣(山 梨大 ・教 育)
小 野 有 五
(筑波大 ・地球科学)
20.リュツォ・ホルム湾の海底地形
森 脇 喜 一(極 地 研)
吉 田 栄 天(〃)
21.南極リュツォ ・ホルム湾東岸の有孔虫化石
野 村 律 夫(島 根大 ・教 育)
22,オングル島周辺海域における流速測定
森 脇 喜 一(極 地 研)
吉 田 栄 夫(〃)
23.昭和基地一みずほ基地間のS-H-Zル ー ト上で
の7年 間(JARE14～2Dの氷床流動量
渋 谷 和 雄(極 地 研)
伊 藤 潔(京 大 ・理)
24.氷床の内部モレーンの形成について
橋 本 雅 之(北 大 ・低温研)
若 浜 五 郎(〃)
25.南極大大陸における化学探鉱について
西 山 孝(京 大 ・工)
V.マ クマー ドサウンドの地学
座 長 神 沼 克 伊(極 地 研)
26.1980～1981年南極マクマー ドサウン ド,エレバス
火山における地震観測
高 波 鉄 夫(北 大 ・理)
神 沼 克 伊(極 地 研)
寺 井 啓(〃)
長 田 昇(東 大 震 研>
27.南極エレパス火山の噴火に伴う地震活動について
馬 場 めぐみ(千 葉 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
F.　Kienle　(アラ ス カ 大)
R.　R.　Dibble　(ビク トリア大)
28.南極ビクトリアランド,ライト谷基盤岩の古地磁
気
船 木 実(極 地 研)
永 田 武(〃)
29.東京－McMurdo　Sound間の重力結合
海外学術調査班
代 表 中 川 一 郎(京 大 ・理)
V1.岩石学 ・鉱物学
座 長 松 本 径 夫(山 口 大 ・理)
30.やまと山脈地域の変成岩類における鉱物共生関係
浅 見 正 雄(岡 山大 ・教 養)
白 石 和 行(極 地 研)
31.やまと山脈の閃長岩類
白 石 和 行(極 地 研)
5一
32.
極 地 研 二
33.
類
本 吉 洋 一(極 地 研)
松 枝 大 治(秋 田 大 ・鉱11D
34.東南極 ス カ ー レ ン産 デ イス コ ー ダ ン トメ タペ イサ
イ トの微 組 織 と鉱 物
相 川 信 之(大 阪 市 大 ・ 理)
吉 田 勝(〃)
35.リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 ス カ レ ビー クハ ル セ ンのMg-
Alス カル ン
松 枝 大 治(秋m大 ・鉱 山)
本 吉 洋 一(極 地 研)
松 本 失(山i.[大 ・ 理)
総 括 討 論
座 長 吉 田 栄 夫(極 地 研)
浅 見 正 雄(剛.1|大・教 養)
プリンスオラフ海岸の岩石学的研究
広 井 美 邦(金 沢大 ・教 育)
白 石 和 行(極 地 研)
矢 内 桂 二(極 地 研)
エンダービーランド,アムンゼン湾周辺の変成岩
研究所出版物
南 極 の 科 学4氷 と 雪.202p.1982年10月
Memoirs　of　National　Institute　of Polar　Research
　 Special　Issue,　No.　23:　Proceedings　of　the　Fifth
　 Symposium　on　Antarctic　Biology,　ed.　by　T.
　 　 Hoshiai　and　Y.　Naito.　128p,　 October　1982
JARE　Data　Reports
　 No.　77　(Meteorology　12):Meteorological　data　at
　 Mizuho　Station,　Antarctica　in　1981,　by　H.　Nishi・
　 　 mura,　J.　Inoue　and　K,　Satow.　92p.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 November　1982
レ 来 訪 著 く
9月1n～11月30n董 兆 乾　Dong　Zhaoqian　(中国
国家 海 洋 局 第二 海 洋 研 究 所,外 国 人 招 へ い 研
究 員)
高 鉄 泉Goa　Qinquan中国 国家 南 極 考 察 委
員 会
万 国 才WanGuocai　 〃
10月5口　 Mr.　Roscoe,　B.(二L－ ジー ラ ン ドプ レス 特
派 員)
10月14日　 Dr.　Matthews,　J.(京都 大 学超 高 層 電波 研 究
セ ン ター研 究 生)
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10月28日～10月30H　Mr.　Linker,　J.,　Mr.　Winterhal-
ter,　D.　(カル フ ォル ニア 大 学 ロサ ンゼ ル ス
校)
10月30日～10月31日　 Mr.　Lauer,　R.　(スタ ン フt－ ド
大 学)
11月5|1～11月26日中 国 南 極 調 査 団(団 長:確 説,
団 員:張 氷 如,章 文 清,謂 光,.馬 王
芳)
11月13H　Dr.　Sagalyn,　R. (米空 軍 地 球 物理 研究 所 プ
ラズ マ物 理 研 究 室 長)
11月13n～11月18日　 Dr.　Gendrin,　R (仏惑 星 地 球 環
境 物理 研 究 セ ンタ ー プ ラズマ 物 理 研 究 部 門
長)
11月15n検 視 蔭Pu　 Znyin　(北京 大 学 地 球 物 理 系 講
師)
保 宗 悌Bao　Zongti　(武漢 大 学 空 間1物理 系
副 教 授)
11月15口～11月25日　 Dr.　Gosink,　T. (アラス カ 大学 地
球 物 理 研 究 所 助 手,交 換 科学 者)
Mr.　Green.　T.　(アラ ス カ大学 海 洋研 究 所 技
官,交 換 科 学 者)
11月1811～II月22日鄭 木 製Zheng　Benxing　(中国科
学 院 蘭 州氷 河 凍 土 研 究所 教 授)
第29回 運 営 協 議A会 議
11月17H(水)に 開 かれ,以 下 の事 項 を審 議 した.
L第25次 南 極地 域 観 測隊 長 ・副 隊 長 につ い て.
2,第24次 南 極地 域 観 測隊 行 動 実 施計 画(案)に つ い て.
〈 一 般 共 同 研 究 の 公 募 に つ い て 〉
昭 和58年度 一般 共 同研 究 の 公募 は,各 大 学 及 び 研 究 機
関 の 長 に 発 送 し ま した の で,申 請 をす る方 は所 属 機 関 に
お 問 い合 せ くだ さい.
一 公 募 の 概 要 一
公 募 事 項
一般 共 同 研 究(所 外 の個 人 又 は ,複 数 の 研 究 者 と所 内
の 教官 が 協 力 し,当 研 究 所 を共 同研 究 の場 と して,極
地 に関 す る研 究 を行 う もの)
資 格
国 立,公 立 及 び私 立 大 学,国 立 及び 公 立 研 究 機 関 の研
究者 又 は,こ れ らに 準ず る研 究 者
研 究 期 間
1～3年
申 請 方 法
研 究 内 容,研 究 課 題 及 び 経 費 等 につ い て 事 前 に 当研 究
所 の関 係 教 官 と協 議 の上,研 究 代表 者 を定 め所 属 長 を
通 じて提 出 して くだ さい,
6一
極 地 研
申請期限
昭和58年1月31M(月)
選 考
研究課題の採否及び所要経費の査定は,共 同研究委員
会並びに運営協議員会議の審査を経て所長が決定しま
す.
採択通知
採否の決定は,昭和58年3月(予定)に 行われ,採 択
された場合は所長から研究代表者及び同所属長あてに
採択を通知します.
提 出 先
〒173東 京都板橋区加賀1-9-10
国立極地研究所庶務課研究協力係
TELO3(962)4711
〈受託学生(大学院学生)の 公募〉
昭和56年度から受入れている受託学生の公募は,関 係
各大学院あてに発送 しました.受 入れの概要は,次 のと
お りです.
1.研 究分野別受入人Cl
超高層物理学3人 気象 ・雪氷学2人
地 学3人 生 物 学3人
2.受 託学生の資格
極地科学及びこれに関連する分野を専攻する大
学院博士課程在学中の者
3.受 入れの期間
昭和58年4月から昭和59年3月まで
4..提出期限
昭和58年3月1|1(火)
5,問 合せ先
国立極地研究所庶務課研究協力係
◇ ◇ ◇
案 内
第8回 南 極 隅 石 シ ンポ ジ ウム
}開 催n:昭 和58年2月17日(木)～2月19日(/[:)
1禽。。箋:麗雛囎 議薯㈱ 。
(962)4711内521(矢 内)
ミ.、 、
、 第6回 極 域 に お け る電 離 圏磁 気 圏総 合 シ ンポ ジ ウム
}
{開 催 日:昭 和58年2月28日(月)～3月2日(水)
1会 場:国 立極地研究所講堂
国立極地研究所超高層物理学研究室}問合せ先:
(962)4711内422(佐藤)
}
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第23次 月 例 報 告 〈57年9月 ・10月〉
9月は,4日 に 一45.3℃と昭和基地開設以来の最低
気温を記録するなど上旬は寒かったが,月末には暖か く
なり,通路の霜がかな り落ち,日照時間も長 くなり,昭
和,み ずほ両基地とも春めいてきた.1日 に旅行隊がみ
ずほ基地へ向け出発したが,4日 に雪上車SM506が故
障し,そ の後SM507とSM510も故障 したため,内陸
雪氷地学調査のスケジュールに1か 月の遅れを生じてし
まった.10月の上旬は,昭 和基地,みずほ基地 とも,故
障車輌修理作業,そ のための人員の出入りがあり,あわ
ただしく経過した.
観測報告
内陸雪氷 ・地学調査隊(や まと隊)は10月12日にみず
ほ基地を出発し,21nにG2地点に到着した,車輌故障
のため,当初計画より約1か 月の遅れが生 じた.　YMル
ー トにおいては,秋旅行の時に設置したJMRに よる位
置決定の再測定を4か所で行った.ま た雪尺および気圧
高度計による高度測定を2kmお きに実施した.G2地
点では,浅層掘削(II月7口で終了,127.68m),JMR
による位置決定,ス トレイングリッドの設置 ・測量,氷
厚測定を行った.
みずほ基地での雪氷観測は,基地周辺でインパルスレ
ーダー走行観測を行い,特 にサーマルクラックおよび断
面観測による積雪層位との対応を調べた.ま た,23次ボ
ーリングコアの層位と対応させるために,ポーリング穴
付近でのインパルスレーダーAス コープ撮影による調査
を行った.みずほ基地のJMR観 測定点(2カ 所)お よ
び重力基準点 と昭和基地からの トラバース測量点を結ぶ
測量(測 距 ・測角)を行った.
設営報告
区 分
普通軽油
灯
機械:
油
燃料消費内訳 単位:1
9月
消費量!残 　ft
14,931:245,606
6,57121,828
10月
i消 費 量 暁 星:1
.21
,600[224,〔X)6.
5,31416,514
9月4n,H262地 点 で雪 上 車SM506の デ ブ
ア レ ンシ ャルが 故障 し 「1走不 能 とな り,昭 和 基 地 に持 ち
帰 り予 備 品 と交 換 し た.ま た,19日 にはYM9～10間 で
SM507の第1脚 用 サ ス ペ ンシ ョ ンメ ンバ ー の シ ャ フ ト
が折 れ た.昭 和 基 地 でSM503の 第3脚 シ ャフ トと交 換
し,同 時 にSM508の 第1脚 シ ャフ トもSM503の 第2
脚 シ ャフ トと交 換 し た.そ の 後SM510も み ず ほ 基 地 で
デ フ ァレ ン シ ャル が 故障 し,さ き にSM506に 取 り付 け
た デ フ ァ レ ン シ ャル と交 換 し て,SM506に はSM503の
デ フ ァ レン シ ャル を取 りつ けた.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Jupanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　　 　 　 　 sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 re!ative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　spee(1)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　win(l　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1〇-Min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gus亡)(mfs)
平 均 雲.吊:　(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴||数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
10月(Oet.)9月(Sep.)
一20 .4
一8 .7
一45
.3
978.5
o.9
62
5,2
38.2(6,NE)
47.5(6,NE)
7,3
3
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南極海の海鳥
甲¥メ
ミ
1海鳥と非飛しょうKIの海鳥に分けることが出来る.前者
凛i蹴㍑瓢 讐ξ篤㌶巖二
}南 極 海 で は アデ リ ーペ ンギ ン,コ ウ テ イペ ン ギ ン等6種
s
海鳥 とは基本的には海洋性の水鳥をいうが,こ れは,
生活の大部分を海洋で過す鳥で,餌 を海洋や海岸域から
行る鳥 という意味である.南 極海の海鳥は飛しょう性の
ミが知られている・ここで糠 し・う性の燃 をとりあげ
モ る.
}… う・纐 ・分布・謝 鮪 節的・・轍
)J・t.t-rwノ+s.1一戸NAAV_f,1,j・FtVAN■1-t.'rVAN●t■'v'N PtN--N■PP'"
一15 .5
一5
.7
一29 .4
987.4
1.3
62
6.4
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
lo月(Oct.)9月(Sep.)
一44 .2
一27 .7
一59..2
一36 .3
一22 .7
一47 .7
717.8
　 (station　pressure)
12,2
24,0(24,NNE)19..6(6,E)
28.6(24,NNE)
5.4
5
727.8
Il.9
20.0〔28,ESE)
が異るため明確に規定することは難かしい。しかし南極}
海の場合は,陸地の障壁が少なく,気象条件,海 洋環境;
`
は 安 定 して お り,海 洋構 造 的 に は博∫極 収 束 線,南 極 発 散 ミ
を境 に,周 極状 の構 造 を し てい る.飛 し ょう性 鳥 類 の 分1
～布 も
こ の海 洋 の周 極構 造 と よ く一 致 して い る し,さ らに}`
は 南 極 大陸 を と りま くよ うに同 心[ij的に広 が る 海}kの分 「
布・謝 ・し己 ・分布・釧 沁 ・的・あ・・この・;
うな 分 布構 造 を 帯 状 分 布(Zonal　distribu-tion)と呼 ん1
で い る.こ の帯 状 分布 は,南 極 域 で は 大陸 ゾー ン と海 洋;
ゾー ンに区 分 され,,19南極 域 で は,遷 移 ゾ ー ン と寒 冷 ゾi
ー ン,温 帯 ゾ ー ン に分 け られ て い る.南 極 域 のみ に 生息
す る,い わ ゆ る南 極固 有 種 は ナ ンキ ョ クフ ル マ カ モ メ の
み で 最 も分 布 域 の 狭 い 海 鳥 で あ る,し か し 南極 海 で 繁 殖}
す る種 は 多 く12種を数 え る.こ の 内 南 極大 陸 ゾ ー ンで 繁1
赦 す る種 は 材.ル 効 モ 、,ギ 。フ、レマ カ モ 、7t.1
きキ
ョ ク フ ル マ カ モ メ,マ ダ ラ フ ル マ カ モ メ,ユ キ ドリ,{
》
コ ヒ ロ ハ シ ク ジ ラ ド リ,ア シ ナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ,《
}ク
ロ ハ ラ ウ ミツ バ メ,ナ ン キ ョ ク オ オ トウ ソ ク カ モ メ,～
お
ナ ・材 ・ウゾクカ… け ・材 ・グ・カ… ナ;
ンキ ョ クア ジサ シで あ る,こ の よ うな周 極 分布 は,あ る1
ミ
経度線上を南下して海鳥を観察すると出現種が次々変る{
ことから分るし,またある緯度線上を束西どちらかの方
向に南極海を一周 しても出現種がほとんど変化しないこ}
とからも知ることが出来る.ミ
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